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高齢者の主観的咀嚼満足と残存歯数および健康観との関連性
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　高齢者での主観的咀嚼満足と残存歯数および健康観との関連性を探るため，岐阜県T町の65歳以上の住

民1,275人を対象とした基本健康診査に歯科検診と健康観（生活リズム，体力，健康状態，疲労感など）に

関する自記式保健調査を加えて検討した。受診率は40.5％で，記入不備の3人を除く513人（男245人，平均

年齢71.6歳，女268人，平均年齢70.7歳）を分析対象とし，以下の結果を得た。

　1.　全対象者の平均残存歯数は12.7歯（男12.9歯，女12.5歯）で有意な男女差は認められなかったが，80

歳以上のみで男性で残存歯数が有意に多かった。20歯以上残存している者は全体で32.0％であった。65～69

歳の群（256人）での平均残存歯数は15.7歯で3人に2人がすでに咀嚼に重要な下顎第一大臼歯を喪失して

いた。また，欠損補綴者の割合は全体で88.4％であった。

　2.　咀嚼満足者率は男83.3％，女86.3％であり，有意な性差はなく，年齢階層別でも男女差はなかった。

また，年齢階層別の咀嚼満足者率にも男女とも有意差は認められなかった。

　3.　健康観指標との関連では咀嚼満足者は体力があり疲れにくいと感じている傾向がみられた。

　4.　残存歯数との関連では咀嚼満足者率は残存歯数が0～8歯と17歯以上の群（81.3～93.7％）で高く，

9～16歯の群（72.9～73.0％）では低かった。その結果，咀嚼満足者率は残存歯数に対してU-shaped curve

を描いた。

　これらの結果から咀嚼満足が残存歯数に左右されるのみでなく健康観にも影響することが考えられた。く

わえて，高齢者のQOLの確保には三次予防（補綴）中心の歯科医療のみならず歯牙萌出期からの長期にわ

たる一次，二次予防を中心とした歯科保健への早期からの対応が必要と考えられた。
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